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研究成果の概要： 
本研究は，これまでに開発した「Web版看護ケアの質評価総合システム」を用いて，医療施

設における看護ケアの質の評価を実施し，①看護の質評価指標の特定と標準化，②看護ケアの

質に影響を及ぼす要因の探求，③質改善をめざしたベンチマーキングの明確化，を行うもので

ある。 
結果，47 施設のべ 420 病棟における回答を得た。患者によるアウトカム評価は，いずれの

領域も高得点に偏る傾向にあったが，構造および過程評価は，概ねバランスのよい散らばりで

あった。本評価のGood Practice病棟として抽出された病棟の機能や病棟規模は多様であり，
さまざまな状況に応じたベンチマークとして設定することが可能であることが示唆された。 
本研究により，「Web版看護ケアの質評価総合システム」は，看護ケアの質を，構造・過程・

アウトカムの視点からモニタリングを可能にし，評価・改善プロセスを外部からサポートする

ことに貢献できる。 
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研究分野： 看護管理 
科研費の分科・細目：医歯薬学・看護学・看護管理 
キーワード：看護ケア，質評価，質改善，Webシステム 
 
１．研究開始当初の背景 
医療の質の標準化・保証が進み，質を維持

することが診療報酬にも反映されるように
なってきた。 
看護ケアの質に関する研究は，国内では

1987 年に聖路加看護大学を中心に行われた

看護 QA（質保証）研究班による患者，看護
師双方からの評価ツールの開発（研究代表
者：南裕子）が最初である。 
その後，1993年度から 5年間にわたる「看
護ケアの質の評価基準に関する研究」（主任
研究者：片田範子）により，看護ケアの質の
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6 領域の評価指標が開発され，構造，過程，
成果の３つの局面を評価する方法が開発さ
れた。1999 年度から 2002 年度は，「看護ケ
アの質評価・改善の体制づくりに関する研
究」（主任研究者：上泉和子）で自己評価ツ
ールの開発を行い，ツールの整備が行われた。
さらに，モデル病院で看護の質改善（Quality 
Improvement；看護 QI）を強く意識した評
価介入プログラムを実施し，その効果が明ら
かにした。2003年度からは，「看護ケアの質
評価・改善システムの運用に関する研究」（主
任研究者：片田範子）において，評価ツール
の汎用化をはかり，医療現場での実用を図る
ために電算化に焦点を当てて研究を進め
Web システムを用いたデータ収集の基盤を
作り，Webシステムを活用して大量のデータ
を蓄積するための画面の操作性の向上や，看
護ケアの質評価指標や尺度の精錬に取り組
んだ。 
２．研究の目的 
本研究は，これまでに開発した「Web版看

護ケアの質評価総合システム」を用い，医療
施設における看護ケアの質の評価を実施し，
①看護の質評価指標の特定と標準化，②看護
ケアの質に影響を及ぼす要因の探求，③質改
善をめざしたベンチマーキングの明確化，を
行うものである。 
３．研究の方法 
（1）看護ケアの質評価項目および配点の精
錬（指標の標準化） 
各年度の研究成果をもとに，調査項目につ

いて，再度検討を行った。 
（2）Web 版看護ケアの質評価総合システム
を用いた看護の質に関する調査 
過去の研究の成果である Web 版看護ケア

の質評価総合システムを用いて，看護単位の
看護の質の全国調査を実施し，データの集計，
分析，判定をおこなった。質評価の指標は，
6 領域の看護ケアについて構造（看護師長），
過程（看護師），成果（患者）の視点から評
価するものであり，選択回答と自由記述回答
を得た。 
（3）記述データの分析の自動化の試み（テ
キストマイニング） 
得られた調査データのうちの自由記述部

分について，テキストマイニング技術による
分析を試みた。また，分析精度を高めるため，
テキストマイニング技術による判別のため
のキーワードの抽出を試みた。 
（4）質改善を目指したベンチマークの検討 

Web システムを用いて得たデータの集
計・分析をもとに，質の高い病棟の抽出方法
を検討する。また，抽出された病棟の状況か
ら，質の高い組織の要因について検討する。 
４．研究成果 
（1）看護ケアの質評価項目および配点の精
錬（指標の標準化） 

2006，2007年度の研究成果をもとに，調査
項目について再度検討を行い，質に関する 6
領域毎に回答の分布および回答率，記述デー
タをもとにした評価との比較から評価項目
の洗練を重ねた。 
（2）Web版看護ケアの質評価総合システム
を用いた看護の質に関する調査 
3か年の調査において，47施設のべ 420 病
棟における看護管理者 409 名，看護師1,616
名，患者 16,154 名からの回答を得た。この
うち，構造，過程，アウトカムのすべてのデ
ータが欠損なく得られたのは，357 病棟であ
り，さらに一般病棟のみでは，340 病棟であ
った。患者によるアウトカム評価は，いずれ
の領域も高得点に偏る傾向にあったが，構造
および過程評価は，概ねバランスのよい分散
を得ることができた。インシデント等の発生
率（患者 1,000 人あたり）は，転倒 1.72，転
落 0.83，褥瘡発生 1.01，院内感染 0.75，誤
薬 2.71 であった。 
看護ケアの質に影響を及ぼす要因として，
構造・過程・アウトカムの各評価結果と，病
床規模，平均在院日数，病床利用率および患
者/看護師比率の関係を検討した結果，構造
評価総合点と過程評価総合点，過程評価総合
点と患者評価総合点，構造・過程・患者の各
評価総合点と患者/看護師比率に有意な関係
がみられた。また，インシデントのうち，褥
創は，過程評価結果および病床数，平均在院
日数，患者/看護師比率との関係が認められ
た。院内感染発生率は，病床数，病床利用率
との関係があり，誤薬発生率は病床利用率，
患者/看護師比率との関係が認められた。 
（3）記述データの分析の自動化の試み（テ
キストマイニング） 
テキストマイニングによる分類は，これま
での開発により，分類性能を 8-9 割にまで向
上させることができた。選択された単語を有
効利用することにより，さらなる分類精度向
上や，看護ケアの質向上において着目すべき
キーワードが含まれていることが期待でき
る。これにより将来的には，テキストマイニ
ング技術により，自己評価に加えて自動分類
結果を用いた評価を用いることで，過程評価
の信頼性が確保されると期待している。 
（4）質改善を目指したベンチマークの検討 
本評価における高得点となった病棟を
Good Practice 病棟と仮定して得点状況を分
析した。結果，本評価結果をもとに Good 
Practice 病棟の抽出が可能となった。また抽
出された病棟の機能や病棟規模は多様であ
り，さまざまな状況に応じたベンチマークと
して設定することが可能であることが示唆
された。 
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